
 

★  卒業 おめでとう ★ 

ある朝の出来事です。中庭の草取りをしていると子どもが来て、「校長、見てください」と声をかけられま

した。その子は、なわ跳びの難しい種目ができるようになったことを実際に跳んで見せてくれました。とて

もリズミカルに、軽やかに跳んでいる姿は、その子の心の現れでもあったように思えました。きっと、でき

た喜びを誰かに伝えたかったのでしょう。私は、「すごいね。軽く跳べているね。もっともっと練習すると、

跳べる回数がもっと増えるかもしれないね。」と言葉を返しました。 

子どもは、できなかったことができるようになることを何よ  

りの喜びとしています。その喜びに共感することが大人の役   

目ではないでしょうか。大人は子どもに「あるべき姿」を求め 

て注意をしたり、叱ったりします。「～しなさい。」「なんで～ 

ができないの。」「だから～と言っておいたのに」といった「～ 

すべき」を強調し、その姿を期待してしまいます。ある本に、 

「～すべき論は、子どもの自己肯定感を低くしてしまう。」と   

いう趣旨が書かれていました。確かに、信頼する大人から言わ 

れた期待する姿に子どもがたどり着けなかったら、できない 

自分に失望を感じるのかも知れません。 

６年生が、３月１６日に卒業を迎えます。この６年間にできるようになったことが増えたのではないでし

ょうか。計算ができる、漢字が書ける、泳げる、跳べる、演奏できる、表現できる等々の今では当たり前に

できることは、できるようになったその時に大きな喜びがあったのではないでしょうか。卒業を迎える６年

生の皆さんは、中学校でもできる喜びを感じ取って、自信につなげて欲しいです。そして、家族や地域や私

たちは、その喜びに共感して、皆さんを見守っていきたいものです。 

６年生の皆さん、卒業 おめでとう。 

【文責 森 昭二】 
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オンライン朝礼でお琴クラブの発表が行われ、
「さくらさくら」、「うれしいひな祭り」の２曲を
演奏しました。全員が息を合わせて奏でる音から
は、早くも春の訪れを感じ、穏やかな気持ちにな
ります。 
 子ども達は、お琴の先生に指導していただきな
がら、練習に取り組んできました。オンラインで
はありましたが、これまでの成果を全校生に披露
できるよい機会となりました。 

６年生を送る会 ３年生から６年生へ 

2 月 ・委員会活動

3 火 ・憲法記念日

4 水 ・みどりの日

5 木 ・こどもの日

9 月
・内科健診（４～６年）
・代表委員会

16 月
・内科健診（１～３年）
・委員会活動（運動会用）

18 水 ・運動会予行

19 木 ・学費入金完了日

20 金
・学費引き落とし日
・運動会準備

21 土 ・運動会（雨天順延）

23 月 ・振替休業日

24 火 ・新体力テスト１日目

25 水 ・プール清掃

26 木 ・新体力テスト２日目

27 金 ・３年交通安全省エネトラック授業

５月の行事予定


